
10

20

JP 7154148 B2 2022.10.17

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7154148号

(P7154148)
(24)登録日　令和4年10月6日(2022.10.6)(45)発行日　令和4年10月17日(2022.10.17)

(54)【発明の名称】　脱落防止具

(51)国際特許分類
　   Ｆ１６Ｂ 41/00 (2006.01)
　   Ｆ１６Ｂ 39/20 (2006.01)

ＦＩ
　Ｆ１６Ｂ 41/00 　　　Ａ 　　　
　Ｆ１６Ｂ 39/20 　　　Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-20673(P2019-20673)
(22)出願日　 平成31年2月7日(2019.2.7)
(65)公開番号　 特開2020-128761(P2020-128761 

A)
(43)公開日　 令和2年8月27日(2020.8.27)

審査請求日　 令和3年11月12日(2021.11.12)

(73)特許権者　 391007024
株式会社アドバネクス
東京都北区田端六丁目１番１号

(74)代理人　 110000947
特許業務法人あーく特許事務所

(72)発明者　 岡村  栄
新潟県柏崎市大字藤井字西沖１２８７－ 
１  株式会社アドバネクス内

審査官　 鵜飼  博人

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ナ ッ ト が 取 り 付 け ら れ た ボ ル ト に 設 置 さ れ る 前 記 ナ ッ ト の 脱 落 防 止 具 で あ っ て 、
　 前 記 ボ ル ト が 挿 入 さ れ る ボ ル ト 保 持 部 と 、
　 前 記 ボ ル ト 保 持 部 と 一 体 と し て 設 け ら れ る と 共 に 、 前 記 ナ ッ ト の 外 周 に 設 け ら れ る と 共  
に 巻 回 部 に よ る 復 元 力 に よ り 前 記 ナ ッ ト の 回 転 を 阻 止 す る ナ ッ ト 保 持 部 と を 有 し 、
前 記 巻 回 部 は 、 コ イ ル バ ネ 状 の 部 位 で あ り 、
前 記 巻 回 部 に よ り 、 前 記 ボ ル ト 保 持 部 に よ る 前 記 ボ ル ト を 挟 み 込 む 方 向 の 力 、 及 び 前 記 ナ  
ッ ト 保 持 部 に よ る 前 記 ナ ッ ト が 締 ま る 方 向 へ 前 記 ナ ッ ト を 付 勢 す る 力 を 発 生 さ せ る こ と を  
特 徴 と す る 脱 落 防 止 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ボ ル ト 保 持 部 に 接 続 さ れ る と 共 に 前 記 ボ ル ト 保 持 部 の 径 を 変 更 可 能 と す る 持 ち 手 部  
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 脱 落 防 止 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 持 ち 手 部 は 、 前 記 ナ ッ ト 保 持 部 よ り も 、 前 記 ボ ル ト の 径 方 向 に お い て 外 側 に 突 出 し  
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 脱 落 防 止 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ボ ル ト 保 持 部 、 前 記 巻 回 部 、 及 び 前 記 ナ ッ ト 保 持 部 は 、 １ 本 の 金 属 線 に よ り 形 成 さ  
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 脱 落 防 止 具 。
【 請 求 項 ５ 】

請求項の数　5　（全7頁）
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　 前 記 ナ ッ ト 保 持 部 は 、 前 記 ナ ッ ト の 外 周 面 に 接 触 す る と 共 に 、 多 角 形 形 状 と さ れ る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 脱 落 防 止 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 脱 落 防 止 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ボ ル ト に 取 り 付 け ら れ た 、 ナ ッ ト の 脱 落 を 防 止 す る た め 、 脱 落 防 止 具 を ボ ル ト に 取 り 付  
け る こ と が あ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 環 状 の 第 １ コ イ ル バ ネ 部 と 、 上 記 第 １ コ イ ル  
バ ネ 部 に 配 置 さ れ る と 共 に ボ ル ト に 巻 き 付 け ら れ る 第 ２ コ イ ル バ ネ 部 と 、 上 記 第 １ コ イ ル  
バ ネ 部 と 上 記 第 ２ コ イ ル バ ネ 部 と を 接 続 す る 接 続 部 と を 備 え る 脱 落 防 止 具 が 開 示 さ れ て い  
る 。 上 記 脱 落 防 止 具 は 、 ナ ッ ト と 同 様 の 要 領 で ボ ル ト に 取 り 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。 こ  
れ に よ り 、 上 記 脱 落 防 止 具 は 、 ボ ル ト に 対 し て 巻 き 付 く こ と で 、 ナ ッ ト の ボ ル ト 軸 方 向 に  
お け る 移 動 を 阻 止 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 許 第 ５ ２ ０ ０ １ ９ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 脱 落 防 止 具 に お い て は 、 ボ ル ト に 巻 き 付 け る こ と で ナ ッ ト  
の 緩 み を 阻 止 し て い る た め 、 ボ ル ト に 対 し て 強 い 力 で 固 定 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、  
例 え ば 、 メ ン テ ナ ン ス や 解 体 時 等 に お い て 、 ナ ッ ト を ボ ル ト か ら 取 り 外 す 際 に 、 脱 落 防 止  
具 が ナ ッ ト に 食 い 込 む 等 に よ り 脱 落 防 止 具 を ボ ル ト か ら 取 り 外 す こ と が 難 し い 。 し た が っ  
て 、 従 来 の 脱 落 防 止 具 を 取 り 外 す 際 に は 、 工 具 等 に よ り 脱 落 防 止 具 を 破 壊 し て 取 り 外 し て  
い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 す る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 脱 落 防 止 具 の 取 り 外 し を 容 易 と す  
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 以 下 の 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 手 段 と し て 、 ナ ッ ト が 取 り 付 け ら れ た ボ ル ト に 設 置 さ れ る 前 記 ナ ッ ト の 脱 落 防 止  
具 で あ っ て 、 前 記 ボ ル ト が 挿 入 さ れ る ボ ル ト 保 持 部 と 、 前 記 ボ ル ト 保 持 部 と 一 体 と し て 設  
け ら れ る と 共 に 、 前 記 ナ ッ ト の 外 周 に 設 け ら れ る と 共 に 復 元 力 に よ り 前 記 ナ ッ ト の 回 転 を  
阻 止 す る ナ ッ ト 保 持 部 と を 有 す る 、 と い う 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ２ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ の 手 段 に お い て 、 前 記 ボ ル ト 保 持 部 に 接 続 さ れ る と 共 に 前  
記 ボ ル ト 保 持 部 の 径 を 変 更 可 能 と す る 持 ち 手 部 を 有 す る 、 と い う 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ３ の 手 段 と し て 、 上 記 第 ２ の 手 段 に お い て 、 前 記 持 ち 手 部 は 、 前 記 ナ ッ ト 保 持 部 よ り  
も 、 前 記 ボ ル ト の 径 方 向 に お い て 外 側 に 突 出 し て い る 、 と い う 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ４ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ ～ ３ の い ず れ か の 手 段 に お い て 、 前 記 ボ ル ト 保 持 部 及 び 前  
記 ナ ッ ト 保 持 部 は 、 １ 本 の 金 属 線 に よ り 形 成 さ れ る 、 と い う 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ５ の 手 段 と し て 、 上 記 第 １ ～ ４ の い ず れ か の 手 段 に お い て 、 前 記 ナ ッ ト 保 持 部 は 、 前  
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記 ナ ッ ト の 外 周 面 に 接 触 す る と 共 に 、 多 角 形 形 状 と さ れ る 、 と い う 構 成 を 採 用 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ が ナ ッ ト を 保 持 す る こ と に よ り 、 復 元 力 を 用 い て ナ ッ  
ト の 回 転 を 阻 止 し て い る 。 こ れ に よ り 、 ボ ル ト に 対 し て 大 き な 力 を 加 え る こ と な く ナ ッ ト  
の 脱 落 を 防 止 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に 係 る 脱 落 防 止 具 は 、 破 壊 す る  
こ と な く ボ ル ト か ら 取 り 外 す こ と が で き 、 ボ ル ト か ら の 取 り 外 し が 容 易 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 の 非 ボ ル ト 取 付 時 に お け る 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 の ボ ル ト 取 付 時 に お け る 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 の ボ ル ト 取 付 時 に お け る 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 脱 落 防 止 具 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 １ は 、 １ 本 の 金 属 線 を 屈 曲 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り  
、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 可 動 部 ２ と 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 可 動 部 ２ は 、 持 ち 手 部 ２ ａ と 、 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ と 、 巻 回 部 ２ ｃ と を 有 し て い る 。 持 ち  
手 部 ２ ａ は 、 Ｖ 字 状 に 屈 曲 さ れ た ２ つ の 凸 部 が 、 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 部 位 で  
あ る 。 ま た 、 持 ち 手 部 ２ ａ の ２ つ の 凸 部 は 、 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ 及 び 巻 回 部 ２ ｃ を 介 し て 連  
続 し て い る 。 こ れ に よ り 、 持 ち 手 部 ２ ａ は 、 連 続 し て 設 け ら れ る ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ に お け  
る 後 述 す る 湾 曲 部 同 士 の 幅 を 変 更 す る こ と で 、 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ の 内 径 を 変 更 可 能 と し て  
い る 。 な お 、 持 ち 手 部 ２ ａ は 、 ボ ル ト 軸 方 向 か ら 見 た 際 に 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ よ り も 径 方 向  
に お い て 外 側 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ は 、 持 ち 手 部 ２ ａ の 端 部 と 連 続 し て 形 成 さ れ 、 半 円 状 に 湾 曲 し た ２ つ  
の 湾 曲 部 を 有 し て い る 。 上 記 湾 曲 部 は 、 ２ つ の 凸 部 の そ れ ぞ れ に 連 な っ て 形 成 さ れ て お り  
、 凸 部 の 交 差 角 度 が 変 更 さ れ る こ と に よ り 互 い に 重 な り 合 う こ と で 、 円 環 状 と な る 。 そ し  
て 、 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ は 、 中 心 の 空 洞 に ボ ル ト が 挿 入 さ れ 、 ネ ジ 溝 に 歯 合 し た 状 態 で ボ ル  
ト を 保 持 す る 。 す な わ ち 、 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ は 、 ２ つ の 湾 曲 部 が ボ ル ト を 挟 み 込 ん で 保 持  
し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 巻 回 部 ２ ｃ は 、 金 属 線 が 複 数 回 同 軸 上 で 巻 回 さ れ る こ と に よ り 形 成 さ れ た コ イ ル バ ネ 状  
の 部 位 で あ る 。 こ の よ う な 巻 回 部 ２ ｃ は 、 持 ち 手 部 ２ ａ と 反 対 側 に お い て ボ ル ト 保 持 部 ２  
ｂ と 隣 接 し て 形 成 さ れ て お り 、 両 端 が ２ つ の 湾 曲 部 と 連 続 し て い る 。 そ し て 、 巻 回 部 ２ ｃ  
は 、 持 ち 手 部 ２ ａ の 端 部 に 力 が 加 え ら れ た 際 に 、 縮 径 方 向 に 弾 性 変 形 す る こ と で 、 持 ち 手  
部 ２ ａ の 位 置 を 変 更 可 能 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ナ ッ ト 保 持 部 ３ は 、 持 ち 手 部 ２ ａ の 一 端 と 連 続 し て 形 成 さ れ 、 正 六 角 形 状 （ 多 角 形 形 状  
） に 屈 曲 さ れ る と 共 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 複 数 回 巻 回 さ れ た 部 位 と さ れ る 。 こ の よ う な ナ  
ッ ト 保 持 部 ３ は 、 持 ち 手 部 ２ ａ に 力 が 加 え ら れ る こ と に よ り 円 環 状 と な っ た ボ ル ト 保 持 部  
２ ｂ と 同 軸 上 に 配 さ れ る 。 ナ ッ ト 保 持 部 ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 脱 落 防 止 具 １ が ボ ル ト  
に 取 り 付 け ら れ た 際 に 、 ナ ッ ト の 外 周 に 配 置 さ れ る 。 こ の と き 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ は 、 外 形  
形 状 が 六 角 形 の ナ ッ ト の 外 周 の 各 面 と 接 触 し た 状 態 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 脱 落 防 止 具 １ は 、 図 １ の 状 態 に お い て 持 ち 手 部 ２ ａ に 作 業 者 が 両 側 か ら 力 を 加 え る こ と  
で 、 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ の 湾 曲 部 が 重 な り 合 い 、 円 環 状 と な る 。 こ の 状 態 で 、 作 業 者 は 、 図  
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１ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ に ナ ッ ト 保 持 部 ３ が 形 成 さ れ て い る 側 か ら ボ  
ル ト を 挿 入 す る 。 さ ら に 、 持 ち 手 部 ２ ａ を 解 放 す る こ と で 、 持 ち 手 部 ２ ａ に は 元 に 戻 る 方  
向 に 力 が 生 じ る た め 、 ボ ル ト に は 、 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ の 湾 曲 部 が 両 側 か ら 挟 み 込 む 方 向 へ  
と 力 が か か っ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 脱 落 防 止 具 １ が ボ ル ト に 取 り 付 け ら れ る と 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ボ ル ト 軸 方  
向 か ら 見 て 、 ボ ル ト 保 持 部 ２ ｂ と ナ ッ ト 保 持 部 ３ と が 同 軸 上 に 配 さ れ た 状 態 と な る 。 こ の  
と き 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ は 、 ナ ッ ト が 締 ま る 方 向 （ 回 転 方 向 ） へ と ナ ッ ト を 付 勢 し た 状 態 で  
固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 状 態 で 、 振 動 等 に よ り ナ ッ ト が 緩 む 方 向 （ 締 ま る 方 向 と 反 対 の 回 転 方 向 ） に 荷 重 が  
か か る と 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ に は 、 拡 径 方 向 （ 緩 み 方 向 ） へ と 撓 み が 発 生 す る こ と と な る 。  
こ の と き 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ に は 撓 み 復 元 力 が 発 生 し 、 元 の 位 置 、 す な わ ち 、 脱 落 防 止 具 １  
が 取 り 付 け ら れ た 際 の 位 置 へ と 戻 る 。 こ れ に よ り 、 ナ ッ ト は 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ に よ り 回 転  
が 阻 止 さ れ た 状 態 と な る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 １ は 、 ナ ッ ト 保 持 部  
３ が ナ ッ ト の 回 転 を 阻 止 す る こ と で 、 ナ ッ ト の 脱 落 を 防 止 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 本 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 １ に よ れ ば 、 ナ ッ ト の 回 転 を 付 勢 力 に よ り 阻 止  
す る こ と で 、 ボ ル ト に 対 し て 脱 落 防 止 具 １ を 強 固 に 取 り 付 け る 必 要 が な く 、 さ ら に ボ ル ト  
に 対 し て 大 き な 力 が 加 わ る こ と が な い 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 メ ン テ ナ ン ス 時 や 解 体 時 等  
に 、 ナ ッ ト を ボ ル ト か ら 取 り 外 す 際 に も 、 脱 落 防 止 具 １ を 容 易 に 取 り 外 す こ と が 可 能 で あ  
る 。 脱 落 防 止 具 １ は 、 取 り 外 す 際 に 破 壊 さ れ る こ と が な い た め 、 再 利 用 す る こ と も 可 能 で  
あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 １ に よ れ ば 、 持 ち 手 部 ２ ａ を 用 い て ボ ル ト 保 持 部 ２  
ｂ の 内 径 の 大 き さ を 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 脱 落 防 止 具 １ を ボ ル ト に 取  
り 付 け る 際 に 、 ボ ル ト 外 径 よ り 大 き く 撓 ま せ 、 ボ ル ト 軸 方 向 か ら ネ ジ 山 に 沿 わ せ る 昼 用 が  
な く 、 直 接 ナ ッ ト が 設 け ら れ て い る 位 置 に 脱 落 防 止 具 １ を 取 り 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。  
し た が っ て 、 脱 落 防 止 具 １ の 取 り 付 け が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 １ に よ れ ば 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ は 、 ナ ッ ト の 外 形 形 状  
と 同 一 の 六 角 形 形 状 と さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ は 、 ナ ッ ト に 取 り 付 け ら  
れ た 際 に 、 ナ ッ ト か ら 外 れ る こ と が な く 、 確 実 に ナ ッ ト を 保 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し  
た が っ て 、 脱 落 防 止 具 １ は 、 確 実 に ナ ッ ト の 脱 落 を 防 止 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 脱 落 防 止 具 １ に よ れ ば 、 １ 本 の 金 属 線 を 加 工 す る こ と に よ り 、  
可 動 部 ２ と ナ ッ ト 保 持 部 ３ と を 形 成 し て い る 。 し た が っ て 、 形 成 が 容 易 で あ る と 共 に 、 各  
部 位 へ の 力 の 伝 達 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 持 ち 手 部 ２ ａ は 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ よ り も 径 方 向 外 側 へ と 突  
出 し て い る 。 こ れ に よ り 、 作 業 者 は 、 容 易 に 持 ち 手 部 ２ ａ を 把 持 す る こ と が 可 能 で あ り 、  
脱 落 防 止 具 １ の 取 り 付 け が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記  
実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 示 し た 各 構 成 部 材 の 諸 形  
状 や 組 み 合 わ せ 等 は 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 設 計 要 求 等  
に 基 づ き 種 々 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ の 形 状 を 六 角 形 と し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限  
定 さ れ な い 。 ナ ッ ト 保 持 部 ３ は 、 ナ ッ ト の 形 状 に 合 わ せ 、 様 々 な 形 状 （ 多 角 形 形 状 ） と す  
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る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 例 え ば 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ は 、 六 角 形 形 状 の ナ ッ ト の 場 合 で も  
、 四 角 形 形 状 で あ れ ば 、 同 様 に ナ ッ ト を 保 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 脱 落 防 止 具 １ は 、 持 ち 手 部 ２ ａ が 形 成 さ れ る も の と し  
た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 持 ち 手 部 ２ ａ を 有 さ ず 、 ボ ル ト の ネ ジ 溝 に  
沿 っ て 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 ナ ッ ト に 取 り 付 け る も の と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 脱 落 防 止 具 １ は 、 持 ち 手 部 ２ ａ が ナ ッ ト 保 持 部 ３ よ り  
も 径 方 向 外 側 に 突 出 し て い る も の と し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 持 ち 手 部 ２ ａ  
は 、 ナ ッ ト 保 持 部 ３ よ り も 径 方 向 内 側 に 形 成 さ れ る も の と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 脱 落 防  
止 具 １ が ナ ッ ト か ら 径 方 向 外 側 に 大 き く 飛 び 出 す こ と が な く 、 ナ ッ ト 及 び ボ ル ト の 周 囲 構  
造 物 を 阻 害 す る こ と が な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１   脱 落 防 止 具
２   可 動 部
２ ａ   持 ち 手 部
２ ｂ   ボ ル ト 保 持 部
２ ｃ   巻 回 部
３   ナ ッ ト 保 持 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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